
は「大学周辺の環

境や町名の由来な

どを知ることがで

き、とても参考に

なりました」「ガ

イドの学生のトー

クが上手で、とて

も充実した１時間

でした」といった感想が聞かれるな

ど、大変好評だった。　

また、今年度から始まった新企画

「在学生による入試体験談」では、

在学生が自らの受験勉強の方法や試

験を受けた際の感想、明海大学合格

の秘訣などを

パネルディス

カッション形

式で発表。終

了後には在学

生に直接質問

する高校生の

姿もあり、Ａ

Ｏ入試を間近

に控えた受験

生にとって有

意義な時間と

なった。

オープンキャンパス開催
サマーキャンプ
歯学部 学術交流協定締結
HT学部社長講座

1

NEWS LETTER 2015.10 Vol.220

Contents 1
2
3
4

5
6
7
8

ひらめき☆ときめきサイエンス
One Day セミナー
明海スポーツ
被災地支援活動To+Uプロジェクト

編集・発行

企画広報課

浦安キャンパス（外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピ

タリティ・ツーリズム学部）と坂戸キャンパス（歯学部）では、

８月から９月にかけてオープンキャンパスを開催。全国各地か

ら多くの高校生・保護者が来場し、大きな盛り上がりを見せた。

浦安キャンパスでは、６月から９

月までで計５回、オープンキャンパ

スを開催。各回でさまざまなプログ

ラムが行われる中、８月限定の特別

プログラム「大学周辺バスツアー」

が注目を集めた。これは在学生がガ

イドを務め、大学周辺の環境や浦安

市の歴史、一人暮らしの生活情報な

どをバスに乗って紹介するもので、

毎年人気を博している。参加者から

坂戸キャンパスでは、８月23日に

開催。「歯学部１日体験」をテーマ

に、午前中は入試概要説明とＡＯ入

試対策講座が行われ、熱心に耳を傾

けながらメモを取る高校生の姿が見

られた。午後は学食体験（無料）や

石井麻紀子助教（歯周病学分野）に

よる模擬授業、シミュレーション演

習、体験授業、キャンパスツアーな

どが行われた。参加者からは、「資

料だけでは知りえないことがたくさ

んあり、参加して本当に良かった」

「在学生の方といろいろお話して、

入学したいという思いがさらに強く

なった」といった好評の声が多く聞

かれた。

オープンキャンパス開催 全国各地から大勢の高校生が来場

浦安キャンパス
毎年好評の大学周辺
バスツアー

シミュレーション演習

坂戸キャンパス
最新の歯科医療を体験

大学周辺バスツアー
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９月９日と10日の２日間、群馬県

みなかみ町で浦安キャンパス学友会

サマーキャンプが実施された。これ

は日本人学生、外国人留学生、教職員

らが意見交換を通じて交流を深める

とともに、明海大学をよりよい大学

に発展させることを目的に毎年行わ

れているもので、今年は学生・教職

員ら約200人が参加した。

１日目は、「明海大学をよりよくす

るために今できること」をメインテ

ーマに４つの分科会テーマを設定し

て、参加者全員が意見を言えるよう

に少人数グループに分かれて意見交

換が行われた。

分科会テーマは「学生のマナーに

ついて」「ボランティアについて」「留

学生と日本人学生の交流について」

「大学を活性化するイベントについ

て」の４つ。どのグループも初めこそ

緊張した様子が見受けられたもの

の、次第に打ち解け活発な議論が行

われた。

翌日、各グループがまとめた内容

の報告会が行われ、大学の活性化の

ために、学生が主体となって国際性

や地域貢献といった本学の魅力をさ

らに伸ばしたいといった意見が多く

挙がった。また、質疑応答では教職員

からの鋭い指摘に対して、学生がし

っかりと受け答えする様子がみられ

た。浦安キャンパス同窓会の北原淳

会長からは「皆さんはこれからずっ

と明海大学の卒業生という肩書を背

負っていくことになります。それを、

胸を張って堂々と言えるように、一

人ひとりが明海大学の発展について

向き合ってほしい」と激励があった。

サマーキャンプ 在学生・教職員合同で活発な議論

参加した学生からは「自分が通っ

ている大学のことを深く知る良い機

会でした」「普段あまり接することの

ない外国人留学生や教職員の方々と

意見交換ができて有意義な時間でし

た」という声が聞かれた。

分科会の様子

分科会テーマ 明海大学をより良くするために今できること

世代・立場を超えた交流



とができる海外研修制度を設け、ま

た研修に参加した学生が海外から研

修生を迎え入れ、継続的かつ相互的

な交流の実現を図るなど、全国の歯

学部でも本学のみの特長ある制度と

なっている。ここでは８月に海外協

定校で行われた奨学海外研修の様子

を紹介する。

海外の最新歯科医学を体験
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歯学部海外研修

歯学部では国際未来社会で活躍し

得る歯科医師を育成するため、海外

協定校との相互交流に力を入れてい

る。なかでも、交換研修プログラムは

本学歯学部の大きな特色のひとつ。

本学の学生を海外の大学に派遣し、

さまざまな研修プログラムを通じて

諸外国の歯科医療の現場に触れるこ

 奨学海外研修は、成績優

秀な学生を大学の費用全額

負担で海外研修に派遣する

制度で、今年度は32人の学

生が参加した。アメリカ（カ

リフォルニア大学ロサンゼ

ルス校、アラバマ大学バー

ミングハム校、テキサス大

学サンアントニオ校）、フィ

ンランド（トゥルク大学）、

本学歯学部は姉妹校の朝日大学と

ともに、1995年から交流を行っている

テキサス大学サンアントニオ校（以

下、UTSA）と学術交流協定を締結し

た。調印式は９月９日にUTSAで行わ

れ、本学から宮田淳理事長、大友克之

理事（朝日大学学長）が、UTSAから

ウィリアム・ヘンリッチ学長、ウィリ

アム・ドッジ歯学部長らが出席した。

今回の協定締結により、ＵＴＳＡ

との交流をより強化し、充実を図る。

はじめにヘンリッチ学長から20年

にわたる交流への謝辞が述べられ、

次に宮田理事長から若い世代の交

流の重要性が語られた。訪日経験の

あるドッジ歯学部長は、日本滞在の

印象、宮田侑前理事長との思い出な

どを紹介し、さらなる交流促進を誓

った。また、前日夜には、1995年から

中国（北京大学口腔医学院、第四軍医

大学口腔医学院）、メキシコ（メキシ

コ州立自治大学）など、各国を代表す

る大学での約10日間の研修により、

最新の歯科医師養成のシステムや歯

科事情など、日進月歩の歯科医学の

現状を学んだ。

研修プログラムは病院内での診療

見学やホスト学生の診療介補、学内

見学、レクリエーションなど多岐に

わたり、また、学生間の交流も積極的

に行われるなど、充実した内容とな

った。

研修に参加した学生からは、「同じ

口腔外科医志望の学生と活発な意見

交換ができ、目指す歯科医師像がよ

り明確になった」「海外の最先端の歯

科事情や文化の違いなどを学ぶこと

ができて貴重な経験となった」「ホス

ト学生が患者さんに自信を持って臨

床処置をしている姿を見て刺激を受

けた」といった感想が聞かれ、実り多

い研修となった。

の相互交流で日本

への引率を経験し

た教員が集まり、

宮田理事長を囲む

懇 親 会 が 開 催 さ

れ、それぞれの教

員から日本での思

い出や、学生間交

流の成果が紹介さ

れるなど、大いに

盛り上がった。

本学歯学部から

は今年９月までに

106 人 の 学 生 を

UTSAへ派遣し、UTSAからは148人

の学生を本学で受け入れている。国

際交流は本学歯学部の特長のひとつ

であり、特に交換研修プログラムで

は、全額大学の費用負担による本学

学生の海外５カ国、８大学への派遣、

さらには海外協定校からの研修生の

受け入れにより、学生同士の活発な

交流が行われている。

テキサス大学サンアントニオ校と学術交流協定締結歯学部

左からドッジ歯学部長、大友理事、宮田理事長、ヘンリッチ学長

UCLAでの研修に参加した学生たち

世界４カ国・
７大学で研修
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ホテルや旅行、エアライン業界な

どに高い就職率を誇るホスピタリテ

ィ・ツーリズム（以下、HT）学部で

は、企業が求める人材を育成するこ

とを目的に、実践教育に力を入れて

いる。

HT学部の授業科目「特別講義Ⅰ

（通称：社長講座）」では、日本のHT

業界を代表する企業の経営トップを

招き、オムニバス形式で業界の動向

や仕事に対する心構えを学ぶ。７月

２日に㈱JTBパブリッシング代表取

締役の里見雅行氏、９日に㈱アゴー

ラ・ホスピタリティー・グループ代

表取締役CEOの浅生亜也氏、16日に

ANA成田エアポートサービス㈱代

表取締役会長の小林克己氏を招き、

講義が行われた。

ANA成田エアポートサービスの

小林氏は、成田空港を取り巻く環境

の変化について紹介した上で、ANA

の国際線事業戦略における成田空港

の役割と国際ハブ空港としての成田

空港の今後の展開について話した。

また、ANA成田エアポートサービス

に勤務するHT学部卒業生の映像を

紹介し、学生に向けて「明海大学から

は多くの学生に入社してもらってお

り、近年の入社した社員数を大学別

でみると明海大学出身者が一番多い

のではないかと思う。今日授業を聞

いている皆さんにも、この仕事に興

味を持ってもらい、大いに活躍して

もらいたい」とエールを送った。

ANA成田エアポートサービス代表取締役会長らが講演ホスピタリティ・ツーリズム学部
社 長 講 座

講義するANA成田エアポート
サービスの小林代表取締役会長

日本語学科特別聴講学生のためのお茶会が、７月22日、

浦安キャンパスで開催され、台湾と韓国出身の外国人留学

生19人が参加した。日本に来て間もない特別聴講学生に対

し、日本の文化に触れてもらい、日本文化に親しみを持っ

てもらうことを目的に茶道部が主催した。

留学生たちは馴染みのない日本の茶道の作法に「なぜお

茶を飲む前にお茶碗を回すのですか」や「お茶碗の模様や

お菓子の形に何か意味があるのですか」など、さまざまな

ことについて積極的に質問をするな

ど、興味津々の様子だった。

留学生にお点前を披露した茶道部

の学生は、「普段の稽古とは違い、

お客様を招いてのお茶会は茶道部に

とっていい刺激になりました。留学

生は、日本人が当たり前と思ってい

ることについて疑問を持ち、質問し

てくれたので、自分たちも日本の習

慣や茶道の作法について改めて考え

ることができました。茶道を通じて

外国の方々に日本文化を理解しても

らえたことをうれしく思います」と

話した。

茶道の作法について茶道部員に質問する留学生

外国人留学生
茶道で日本文化を体験
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今回は中学生を対象に行われ、

「英語の効果的学習法…英語が苦手

な君に科学からのヒントを」をテー

マに、外国語学部英米語学科の大津

由紀雄教授（副学長）が代表者とな

り、同学科の小林裕子教授、高田智

子教授、嶋田珠巳准教授、瀧田健介

准教授、原和也准教授と共に実施さ

れた。開講式終了後、大津教授によ

る「英語の世界と英語の学習」につ

いての講義やグループ討論・発表

などが行われ、英語の効果的な学習

法について参加者同士で熱心に話

し合う様子が見られた。

最後に行われた修了式では、大津

９月５日・６日、明海大学浦安キ

ャンパスや新浦安駅周辺などで、「浦

安フェスティバル2015」（主催：うら

やす観光推進協議会）が開催された。

教授から参加者に未来博士号が授与

され、「きょう学んだことを心に留め

て学習を続

ければ、英

語が使える

ようになり

ます。と同

時に、みな

さんのこと

ばである日

本語も最大

限に活用で

きるように

なります。

“こ と ば ”

は人間だけに与えられた宝物です。

大切にしましょう」と力強いメッセ

ージが送られた。

参加者からは、「普段聞くことの

できない“言語”についての講義を

聞くことができて、とても勉強にな

りました」「教えてもらった英語の勉

強方法を早速実行してみたいです」

「英語がもっと好きになれました」と

いった声が聞かれるなど、満足度の

高いプログラムとなった。

ひらめき☆ときめきサイエンス
７月25日、本学主催で「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室

へ～」（後援 （独）日本学術振興会、浦安市教育委員会）が浦安キャンパスにおい

て開催された。これは、科学研究費助成事業の一環として、最先端の研究成果につ

いて、小・中・高校生がじかに見る・聞く・触れることで、科学のおもしろさを感

じてもらうことを目的に開催されている。

分かりやすい説明が好評だった大津教授の講義

浦安フェスティバルは、自治体間

相互応援協定都市や観光交流都市

など、各都市を代表する伝統文化な

どを浦安に集結させた、浦安最大規

模の祭り。地域貢

献の一環として、

キャンパスのエリ

ア開放と在学生ボ

ランティアスタッ

フの参加というか

たちで本学も協力

した。

祭りは明海大学

エリア、新浦安駅

前広場エリア、シ

ンボルロードエリ

アの３つで構成さ

れており、明海大学エリアでは、秋

田県横手市の横手焼きそばや滋賀

県豊郷町のかぼちゃプリンなどの

全国各地の物産直売や、おせんべい

手焼き教室などの体験コーナー、子

ども向けのちびっこエリアも設け

られるなど、大人から子どもまで幅

広い世代の方々で賑った。

また、本学の前を通るシンボルロ

ードエリアでは、市民参加型のパレ

ードのほか、青森県の弘前ねぷたや

福島県の二本松の提灯といった大

迫力の山車が披露された。

フェスティバルの運営ボランテ

ィアとして参加した在学生からは、

「お祭りでは普段接する機会のない

方々とも話すことができて、貴重な

経験となりました。このつながりを

今後も大事にしていきたい」といっ

た声が聞かれた。

地域の絆、深まる浦安フェスティバル

参加した在学生たち
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One Dayセミナーが浦安キャンパ

スで開催され、７月26日のホスピタ

リティ・ツーリズム（以下、ＨＴ）学

部、８月４日の外国語学部中国語学

科ともに盛況ととなった。

今年度、HＴ学部は３回目、中国語

学科は２回目の開催となり、毎回プ

ログラムを変えることで好評を博

している。

このセミナーは、学部の特色を活

かしたさまざまな体験・参加型プ

ログラムを通じて学部の魅力や学

びの楽しさを知り、興味を深めても

らうことを目的に行っている。オー

プンキャンパスとは異なり、少人数

定員制のため在学生や教員としっ

かりコミュニケーションがとれる

ことも魅力のひとつ。

参加した高校生たちは、体験授業

やグループワークなどを通じて、初

対面の参加者同士で打ち解け、楽し

そうに会話をする姿や、教員や在学

生に将来の進路や大学生活につい

て積極的に質問する姿が見られた。

HＴ学部のセミナーでは、TOEIC®

の講座やEnglish for Hospitality &

Tourismといった講義が行われた。

参加した高校生からは、「今日の

授業をこれから先の英語の勉強法

に活かしたいと思います」「英語は得

意ではないため、最初は不安な気持

ちで参加したのですが、グループワ

ークなどがあり、リラックスして英

語を楽しむことができました」とい

った感想が寄せられた。

また、中国語学科のセミナーで

は、オリジナル学習法「明海メソッ

ド」や通訳の体験、在学生による留

学経験座談会などが行われた。

参加した高校生からは、「楽しく

中国語について学ぶことができ、充

実した一日を過ごすことができま

した」などの感想が寄せられ、どち

らの学科も満足度の高いセミナー

となった。

OneDayセミナーOneDayセミナー 参加型プログラムで学部の魅力を体験！

HＴ学科　TOEIC®講座「English�for�TOEIC®」

中国語学科　在学生による留学経験座談会

不動産学シンポジウム

2020年東京の都市ストックと不動産市場
～「経済」「工学」「評価」「法律」「財政」５つの不動産学的アプローチによる考察～

日　時 2015年11月２日（月）�13：00～16：45
場　所 すまい・るホール（東京都文京区後楽１-４-10�住宅金融支援機構本店１F）
参加費 無料

＜基調講演＞
・「日米欧の住宅市場とマクロ経済動向の見通し」

住宅金融支援機構　調査部　海外調査担当部長（併任）経営企画部　国際対応担当部長　小林正宏氏
・「東京都市の未来予想図～東京都心地区の取組事業を例に～」

UR都市機構　東日本都市再生本部　都心業務部長　里見達也氏

申込方法 氏名、住所、電話番号をご記入のうえ、MAIL又はFAXでお申し込み
ください。

［MAIL］m-sympo@meikai.ac.jp ［FAX］047-355-5280

お問い合わせ　明海大学不動産学部 ［TEL］047-355-5120

詳細は　　　　　　　　         　　　　　　 で検索明海大学　不動産学シンポジウム
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体育会サッカー部 にすることで団結心を養い、それを

サッカーのプレーにも活かして欲し

いという八津川監督の想いが込めら

れている。今後のサッカー部の活躍

に期待したい。また、８月６日から７日にかけて

サッカー部

初の富士登

山合宿を行

い、山頂で

御来光を拝

した。この

合宿には、

厳しい環境

で苦楽を共

４月から７月にかけて行われた

2015年度千葉県大学サッカー１部春

期リーグを４勝１分１敗の３位で折

り返した。総合優勝に向けて９月か

らスタートした秋期リーグで巻き返

しを図りたい。八津川義廣監督は「秋

期７試合を全勝し、逆転で千葉県代

表として関東大会に進出したい。そ

のためにも、サッカー部のスローガ

ンである『For the team』の精神で、

試合に出場する選手も、そうでない

選手も、選手一人ひとりがチームに

対して貢献してほしい。そして、チー

ム一丸となって、今年こそは創部以

来の悲願である関東大学サッカーリ

ーグ２部に昇格したい」との意気込

みを見せた。詳しい試合結果・試合

日程については以下の通り。 富士山山頂にて

富士山山頂で躍進を誓う

体育会ヨット部 ジュニアの大会に出場するチャンス

はあるので、3年連続出場を目指して

頑張りたいです」と熱い想いを語っ

た。この結果について國府田由隆監

督は「よく健闘したと思う。世界で戦

った経験を国内のレースに活かして

いってほしい。今後が楽しみだ」と語

った。

て体力が無いからだと思うので、今

後は体力面のトレーニングを強化し

ていきたい」、木村選手は「2年連続で

出場できとても嬉しいです。来年も

2015年国際470級ジュニア世界選

手権が7月24日から31日までギリシ

ャで開催され、本学体育会ヨット部

から林優季(経済学科3年)・木村沙耶

佳(経済学科3年)ペアが出場した。同

ペアは昨年も日本代表としてイタリ

アで行われたジュニア世界選手権大

会に参加しており、2年連続出場の快

挙となる。結果は42チーム中17位と

昨年の成績を大きく上回り、健闘し

た。林選手は「レースを重ねるごとに

順位を上げていくことができ、レー

ス中に成長していることを実感でき

た。しかし、風が吹いた時に競り負け

てしまったのは、海外の選手に比べ

国際470級ジュニア世界選手権

【秋期リーグ試合結果および試合日程】
第1節 9月 6日（日）VS 淑徳大学 14-1

第2節 9月13日（日）VS 東京情報大学 14-1

第3節 9月20日（日）VS 千葉大学 5-0

第4節 10月 4日（日）VS 江戸川大学 11:30KO 城西国際大G

第5節 10月11日（日）VS 中央学院大学 13:50KO 明海大G

第6節 10月18日（日）VS 国際武道大学 13:50KO 明海大G

第7節 10月25日（日）VS 城西国際大学 13:50KO 明海大G

7

明海スポーツ 勝負の秋に向けて！
体育会公式ホームページ　http://meikai-sports.jp

林優季・木村沙耶佳ペア
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本学のクラブ・サークルなどで

構成された学友会が主体となって、

９月７日に発生した台風18号に伴

う大雨特別警報地（栃木県・茨城

県・宮城県）で被害に遭われた方々

に対する支援を目的に、９月28日か

ら募金活動の呼びかけを実施して

いる。

授業の合間や昼休みを利用して、

学生がキャンパス内でアナウンス

し支援を募る。なお、集められた募

金は均等に配分し各県に募金する

予定。

台風18号被災地へ　学生主体による募金活動開始

キャンパス内に設置された募金箱

OPEN CAMPUS 2015 2016年度入試日程

浦安キャンパス�

浦安キャンパス 外国語学部、経済学部、不動産学部、
ホスピタリティ・ツーリズム学部

坂戸キャンパス　歯学部

詳細は必ず入学試験要項をご確認ください。資料請求は本学公式HPから。
http://www.meikai.ac.jp

坂戸キャンパス　歯学部

【入試相談会】※要予約

10月 4日（日） 10:30〜13:00

11月15日（日） 10:00〜13:00　

お問い合わせ／企画広報課 TEL 047-355-1101

【オープンキャンパス】※予約不要

10月10日（土）・11日（日）10:30〜16:00

【一般入試対策講座】※要予約

11月14日（土） 13:30〜14:45　

お問い合わせ／歯学部入試事務室 TEL 049-279-2852

各日程の特別プログラム等は本学公式HPをご覧ください。
http://www.meikai.ac.jp

入試種別
AO入試 10月期

11月期
12月期

スポーツ・文化活動特別入試 Ｂ日程
外国人留学生特別入試 Ａ方式

Ｂ方式

出願期間
10/2（金）～10/15（木）
 11/2（月）～11/12（木）
11/24（火）～12/4（金）
10/26（月）～ 11/6（金）
 9/28（月）～ 10/9（金）
11/16（月）～11/27（金）

試験日
10/24（土）
11/22（日）
12/12（土）
11/22（日）
10/24（土）
12/12（土）

入試種別
AO入試 12月期

出願期間
11/24（火）～12/2（水）

試験日
12/5（土）

■お問い合わせ   浦安キャンパス入試事務室
                      TEL 047-355-5116

■お問い合わせ   歯学部入試事務室
                      TEL 049-279-2852

「けやき祭」同時開催

※この他、推薦入試、企業推薦特別入試も実施。

外国語学部、経済学部、不動産学部、
ホスピタリティ・ツーリズム学部

●坂戸キャンパス「第45回 けやき祭」
日　程：10月10日（土）・11日（日）
テーマ：「挑戦」
内　容：模擬店、軽音ライブ、お笑いライブ、

ビンゴ大会など

●浦安キャンパス「第28回 明海祭」
日　程：10月30日（金）～11月1日（日）
テーマ：「Colorful」～明海祭に関わる全ての人々が、色とり

どりの個性を出して、幅広い年代の人たちに楽しんで
もらえるような学園祭を創り上げたい～

内　容：模擬店、音楽ライブ、お笑いライブ、フリーマーケットなど

学園祭開催のお知らせ

詳細は　　　　　　　　           　 で検索明海大学　学園祭


